


太陽光発電の普及拡大のためには、余剰太陽光発電電力の有効活用、需要に応じた電力供給、発電出力変動時
における調整力を含む電力の安定供給、夜間や日照不足時への電力の確保などへの対応が必要であり、これらの課題
解決の手段としての蓄電池の活用が期待されています。
蓄電池の価格低減や国内の法制度の整備、容量市場や需給調整市場の運用開始により蓄電池市場が脚光を浴

びています。
本書は、再生可能エネルギーの導入拡大に伴って必要とされる、系統用蓄電池（Front of the Meter）に関するガイ

ドブックであり、
① 電力ネットワークへの再エネ導入の拡大、系統の安定化や需給バランスの向上、送配電線の利用率の向上による

電力輸送力の拡大のために送配電系統に直接接続される大規模系統用蓄電池
② 再エネ発電設備に併設され、再エネ発電事業の収益性の向上、電力ネットワークの安定化等のために活用される

発電設備併設蓄電池
などを対象としています。系統蓄電池事業者、蓄電池製造販売、蓄電所EPC、維持管理事業者、アグリゲータ、流

通事業者、融資金融機関様などにおけるご活用を期待しています。

2025年2月吉日
株式会社資源総合システム

製作スタッフ一同
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系統用蓄電池事業の成り立ち
太陽光発電の導入拡大により、電力の安定供給のため、電力市場における大規模系統用蓄電池

活用の必要性が高まり、2022年の電気事業法改正により、大型蓄電池から電力ネットワークへの放
電事業が発電事業に位置づけられた。さらに、2022年度から国による系統用蓄電池の補助金の公募
が本格的に始まるとともに、系統用蓄電池の接続検討、接続契約が急速に拡大した。

2023年度から容量市場メインオークションや追加オークション、長期脱炭素電源オークションにも蓄
電池電源での参加が可能となり、2024年度からは、需給調整市場における蓄電池の参入が始まった。

蓄電池付FIP転換事業は、出力制御等による再エネ電気の発電機会の損失を低減し、再エネ電気
の有効活用を図るための「FIP調整後プレミアム制度」により、収益性の見通しが得られやすくなった。

第7次エネルギー基本計画における2040年度の太陽光発電の導入量は、203-280GWacが見込ま
れ、太陽光発電からの電力の安定供給のためには、大量の蓄電等が必要となり、太陽光発電と蓄電
は、再エネ普及拡大の両輪となった。

長期脱炭素電源オークション市場は、20年間の収益がほぼ確約されているが、その他の市場は、落
札価格や市場価格、国の政策動向等に影響されるため、事業者はこれらのリスクへの対応や、長期に
わたり信頼性を有する蓄電池設備の確保、維持管理が重要となる。



1. 電力ネットワークにおける蓄電池の活用

出典：経済産業省 次世代エネルギーシステムにかかる国際標準化に向けて 資源総合システム追記 5

超高圧変電所に設置

太陽光・風力発電所に設
置

配電用変電所に設置

工場・ビルに設置

住宅に設置

住宅に設置

送配電網に設置

需要側蓄電池
（Behind the meter）

電力系統側蓄電池
（Front of the meter）

系統用蓄電池
再エネ併設蓄電池

業務・産業用蓄電池
住宅用蓄電池

蓄電池は、基幹系統から需要設備まで、電力供給のあらゆる場面で活用することにより、
電力需給の安定化に寄与することができる。



2. 再エネ有効活用のための蓄電池市場の概要
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系統用蓄電池事業 再エネ併設蓄電池事業 （業務・産業用蓄電池）
送配電系統に直接、蓄電池＋パ
ワーコンディショナ（PCS）を接続す
る。（Front of the meter [FTM]）
系統の安定化や需要に即した電力
を供給する事業である。容量市場
（メイン、追加、長期脱炭素電源等
のオークション）、需給調整市場、
卸電力市場などに参画して収益を得
る。

再エネ発電設備に併設される。
発電時間帯と送電時間帯に
差を設け、電力の需要時に送
電を行い、FIPプレミアムや需
給調整市場、卸電力市場にお
いて収益を得る。

自家消費型の太陽光発電設備に
併設される蓄電池を含む電力需要
家側に設置される蓄電池設備。
（Behind the meter [BTM]）
ピークシフトによる基本電力料金
（kW料金）の削減、アグリゲータ
を活用したデマンドレスポンス、容量
市場等への参入、余剰電力の有効
活用、非常電源などに活用される。

Wh

系統

太陽光発電など再生可能エネルギー導入拡大に寄与する系統用蓄電池、再エネ併設蓄電池、業務・産業
用蓄電池等の市場概要をのべます。他に、住宅用蓄電池があります。
本プレゼンでは、系統用と併設再エネ併設の蓄電池について説明をいたします。

Wh



3. 容量市場・需給調整市場・卸電力市場

出典：資源総合システム作成 7

蓄電池で参加可能な市場は、「卸電力市場」「容量市場」「需給調整市場」蓄電池（再エネ併設を除く）は、卸電力市場で買った電力を充電し、供給先となる市場に売却する

蓄電池から見ればkWもΔkWも同じ

火力発電設備は、常時出力（kW）にプラスして調整力分として数％の余裕を持って運転し、要求に応じてΔkWを供給する。

kW ：発電設備 蓄電設備の出力容量 （例）1kWの電気を供給できる設備
ΔkW：発電設備 蓄電設備の変動対応出力容量 （例）1kWの電気を時間限定で供給できる設備
kWh：電気の量 出力（kW、ΔkW）ｘ時間 （例）1kWの電気を1時間供給すれば1kWh

蓄電池・揚水等
蓄電設備

卸電力市場

需給調整市場調達

容量市場

その他
発電設備

小売電気事業者
調達

発動指令時
に放電

電力
消費者

電力
消費者

電力
消費者

電力
消費者

ΔkW

kW

kW

ΔkW

kWhkWh

kWh

kWh

kW+kWh

需要側はkW＋kWhで取引
ΔkW取引

kW取引

調達

調達ΔkW

調達kW

kWh取引



4年後の電力需要予測値

時
間
ご
との
年
間
最
大
電
力
（

kW
）

6時 12時 18時 24時

4. 容量市場メインオークションの概要
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事業者

広域機関入札

入札
容量確保
（容量確保
契約金）

容量拠出金

小売電気事業者

メインオークション
・追加オークションのスキーム

• 日本全体の四年後1年間の電力供給容量(kW)を確保するための市
場であり、入札は、毎年実施され投資予見性に寄与する。

• 蓄電池も参加でき、落札できれば、電源種ごとに容量確保契約金額を
受け取ることができる。

• 蓄電池の場合1MW以上の設備は単独で参加でき、小容量電源はア
グリゲータ経由で参加できる。2024年度のオークションにおいて約8万kW
の蓄電池が落札された。

• 実需1年前に過不足を調整するための追加オークションが実施される。

出典：電力広域的運営推進機関（OCCTO）資料を基に資源総合システムが作成
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230711_youryou_gaiyousetsumei.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230711_youryou_gaiyousetsumei.pdf


5. 容量市場 長期脱炭素電源オークションの概要

出典：https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/202407_youryou_gaiyousetsumei_long.pdf

• 2050年のカーボンニュートラルに向けて、20年間活用可能な脱炭素電源を調達する。
• 落札した金額を20年間にわたり、受領でき、予見性のある投資として有力な市場である。
• 3万kW以上の蓄電池は、4年以内に稼働が条件で参加可能である。2023年度 約100万kW
の蓄電池が落札された。

https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2024/files/202407_youryou_gaiyousetsumei_long.pdf


6. 需給調整市場の概要
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事業者

入札 約定料金
調整電力料金

送配電事業者

需給調整市場のスキーム

託送料金
FIT賦課金
三次②

出典：https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/files/jukyu_shijyo_46_03.pdfを基に資源総合システムが作成

• 秒オーダーから数時間までの電力需給の変動に対応して安定な電力
の供給を目指すための市場であり、従来は、火力発電機などの調整余
力を活用していたが、太陽光発電の増大などにより、余力の不足が顕著
となったためその対策として市場化された。

• 1次から3次①までは、短時間の電力変動を緩和し、3次②は、太陽光
発電の出力変動による供給力の変動を緩和するための市場となっている。

• 1MW以上の蓄電池は、単独で参加が可能であり、1MW未満の設備は
アグリゲータを介しての参加となる。24年10月における三次②市場におけ
る18円/ΔkW以上の落札量の最大は、東電エリア613MW中部電力エリ
ア517MW。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/files/jukyu_shijyo_46_03.pdf


蓄電池の活用で収益が期待できる需給調整力市場

出典：資源総合システム作成

一次調整力市場 三次② 調整力市場

目的 超短周期変動（GFやLFC）領域における変
動緩和 太陽光発電の出力変動を補完するための市場

応動時間 • 早い応動時間が必要 蓄電池が有利 • 応動時間が遅くてもよい

持続時間 • 持続時間は、5分以上 • 持続時間は、3時間

上限価格 • 上限価格がある • 上限価格がないため、蓄電池にとって、最も収入を得やす
い市場となっている。

募集量 • 募集量に対して、応募が少なく高価格にな
りやすい

• 募集量に対して、応募が少なく高価格になりやすい傾向
価格高騰を抑えるため募集量の低減が行われている。
6月以降のデータでの再分析を行った。

計画
～稼働

• 蓄電池は、計画から稼働までの時間が短く、
参入が容易 • 蓄電池は、計画から稼働までの時間が短く、参入が容易

入札時間
単位

• 2026年度より30分単位となり、蓄電池に
とっては同一出力で必要な容量が小さくなる

• 2025年度より、30分単位となり、蓄電池にとっては一段と
収益機会が増大する



7. 卸電力市場の概要
卸電力市場とは、発電事業者と小売電気事業者が取引所取引もしくは相
対取引を通じて電気の調達及び販売を行う市場。取引量の大きい一日前市
場をスポット市場と呼び、この価格をスポット価格と称している。蓄電池を活用し
てスポット価格の安価なときに充電し、高価な時に放電をして利ザヤを得る。
アービトラージ市場とも呼ばれている。

電力・ガス取引監視等委員会の検証に関する専門会合（第1回）（2020.8.4）を基に資源総合システムが作成
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_kensho/pdf/001_05_00.pdf

1年以上前 数か月前 数週間前 3日前 前日 当日 GC 実需給
電気の実需給までの時間軸

先渡市場
将来に受渡する電気の取引を行う市場。供
給力の確保や価格変動リスクヘッジするため

の取引を行う。

先物市場
卸電力取引所の商品の前日ポット価格を参
照した電力先物取引を行う市場。価格変動
リスクをヘッジするための取引を行う。

一日前市場
（スポット市場）
翌日に受渡する電
気の取引を行う主
要な市場。一日を

30分単位に区
切った48コマについ
て取引を行う。

当日市場
（時間前市場）
前日スポットによる
電気の取引後、発
電機のトラブルや
需要急増といった
需給の誤差に対
応するための取引

を行う。

事業者

小売電気事業者

需要家

入札

入札
（調達） 送配電

事業者

電気の
供給

小売
契約

東京商品取引所

※ベースロード市場は蓄電池が対象ではないため省略

卸電力市場のスキーム

取引量の大部分を占める

https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_kensho/pdf/001_05_00.pdf


8. 蓄電池併設FIP太陽光発電市場の概要

13経済産業省資料等を基に資源総合システムが作成

固定価格による売電FIT

FIP

蓄電池

九州エリアをはじめとして出
力制御率が上昇し、売電
の機会が失われている

FIPへ転換することで、発電事業者の創意工夫により、電力市場からの収益が期待できる

市場取引なし

再エネ出力制御発生時に充電
（プレミアムの交付対象）

太陽電池の過積載によるピークカット分を充電

市場価格が高い時間帯（夕方）に売電
（タイムシフト）

インバランス回避
アービトラージ（値差）kWh価格が低い時間帯
に充電し、高い時間帯に放電

需給調整市場（ΔkW・30分）での取引

マルチ
ユース

DC側に蓄電池を設置する場合

調整後プレミアムの大きいエリアで、FIP太陽光発電の出力をスポット価格0.01円/kWh時間帯
に充電し、スポット価格高価格帯時間に売電する



FIP太陽光発電における蓄電池の活用による収益化

出力制御の回避／余剰の解消（役割） 蓄電池付FIP市場

• 出力制御指令時間帯に充電
• 過積載分を充電し、発電電力を有効活用

プレミアムが付かない0.01円/kWの時間帯に充電し、
プレミアムが高くなるそれ以外の時間帯に放電すること
で、高い調整後プレミアムを得る
調整後プレミアム＝調整前プレミアム

×プレミアム倍率

• フィードインプレミアム（FIP）制度を活用した事業である。
• FIP適用太陽光発電システムにおいて、スポット価格が0.01円/kWhとなり、出力制御やプレミアムなしで捨て
ていた電気や低価格の電気を蓄電して、スポット価格の高い夕方夜間などに調整後プレミアムを活用して高
価格で販売する。出力制御などで捨てていた再エネ電気の環境価値も有効利用ができる

充電して他の時間帯に放電

※設備制約あり

出力
制御
等

接続容量

パネル容量

充電して他の時間帯に放電

※設備制約あり

過積載分

出典：資源総合システム

0
1
2
3
4
5
6

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8
プ
レ
ミア
ム
倍
率

エリア月間発電量0.01円の比率



蓄電池付FIP市場における収入の仕組み 算出例
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項目 記号・説明 算出の一例

基準価格 A
FIT買取価格 FIP 基準価格 36円/kWh

参照価格
B
当月の参照価格＝前年度平均市場価格＋当月平均市場価格

ー前年度当月平均市場価格－バランシングコスト
＝ 15円＋9円－16円－1円

7円/kWh

調整前プレミアム C＝A-B 29円/kWh

調整後プレミアム収入
D＝CxE （Eを調整後プレミアム係数と称する）

E＝（エリア内PV電力量）当月全供給kWh／当月0.01円コマを
除く供給kWh 

注1 PV発電電力量 1,043,736MWh
0.01円コマ（内数） 790,161MWh
E＝4.12
D＝119.48円/kWh

市場収入 F1 直接売電時月間平均値
F2 蓄電売電時月間平均値

1.57円/kWh
14.02円/kWh

事業者の
収入単価

G1＝D＋F1 直接売電時月間平均値
G2＝D＋F2 蓄電売電時月間平均値

121.05円/kWh
133.50円/kWh

事業者の収入
H＝H1+H2

H1＝G1x直接売電月間供給電力量（0.01円/kWhの供給量を除く）
H2＝G2x蓄電電力売電月間供給電力量

基準価格は、FIT、FIP価格として国が決めるがその他の値は自動的に算出される

出典：資源総合システム作成

注1:：九州エリア 23年4月の実発電量



9. 系統用蓄電池活用市場のまとめ （24.12.17現在 最新情報での確認要）
容量市場

メインオークション
容量市場長期脱

炭素電源 需給調整市場 蓄電池付
FIP転換

アービトラージ
（スポット市場）

取引の対象 入札4年後、1年間の全
必要電源容量確保

入札4年後、20年間
の脱炭素電源
確保

1週間前に、当該ブ
ロックのΔkWを確保

売電電力量kWh 充放電電力量kWh

電源の条件 容量市場メインオークショ
ンで落札した電源

長期脱炭素オーク
ションで落札した
電源

応動時間や継続時
間等が要綱に適応し
た電源

FIP認定取得電源
FIP認定取得発電所
に併設されていること

JEPX取引会員にな
る

収入は何で得る
のか

落札kW当たりの年間、
エリア別シングルプライス
＋他市場

落札kWあたりの20
年間、別落札金額
＋他市場

落札時のΔkW当た
りの金額
＋供給kWh金額

調整後プレミアムを
基に計算された電力
量収入

スポット価格の売買
電価格差

取引電源容量 1MW以上
3時間以上供給できる電
源

30MW以上
3時間以上供給でき
る電源

1MW
3時間以上供給でき
る電源

FIP認定電源であれ
ば容量規制なし

100kW 30分単位
50kWh

アグリゲータ経由
参入

小容量電源が参加可能、
合計1MW以上、3時間
以上供給できる電源

なし 小容量電源が参加
可能、3時間以上供
給できる電源

可能 可能

管理機関 電力広域的運営推進機
関（OCCTO）

電力広域的運営推
進機関（OCCTO）

電力需給調整力取
引所（EPRX）

制度運営 国
窓口 小売電気事
業者

日本卸電力取引所
（JEPX）

リスクなど 毎年入札、
金額不安定
落札、落札価格の保証
なし

20年間の収入を安
定確保
劣化による容量低下、
故障等により容量が
維持できないとペナ
ルティー

入札金額はその都度
変わる。一次は上限
価格あり
落札価格の保証なし

スポット価格0.01円
時間帯のコマ数、エリ
ア内発電電力量によ
り収入が変動

一日の価格差の大
小により収入が変動

出典：資源総合システム 16



10. 各市場における年間収入見込みの一例

容量市場メイン
オークション

容量市場長期
脱炭素電源

需給調整市場
一次

需給調整市場
三次②

蓄電池付FIP
転換

アービトラージ
（スポット市場）

収入決定要因 入札金額
（円/kW）
シングルプライス

入札金額
（円/kW）
マルチプライス

入札金額
（円/ΔkW・30
分）

入札金額
（円/ΔkW・30
分）

FIP基準価格
調整後プレミアム
（円/kWh）

スポット市場
1日の時間帯別
価格差

入札頻度
有効期間

毎年入札 20年間有効 毎日8ブロック 毎日8ブロック FIT/FIP基準価
格 20年有効
（転換前を含む）

30分ごとに売買
を決定

年間収入の
見込み額
（円/kW・年）

5000～10,000

エリア別落札額
の最大金額

30,000～
60,000

個別の入札金
額

1,700～
75,500

エリアにより異る

8,000～
210,000

エリアにより異る

基準価格
10円～36円
6080～17,900

6.000～23.550

蓄電池1kWhの
収入見込み額
（円/kWh・年）

1,250～2,500 7,500～15,000 425～18,800 2.000～52,500 1,510～4,475 2,000～7,800

複合収入 アービトラージ アービトラージ
90％還付

FIP転換 FIP転換 需給調整市場 容量市場

有利なエリア 北海道 東京上限
7.7万円/kW
関西上限
6.4万円/kW

北海道・九州 中部・東京 九州 九州・北海道

1kW 4kWhの蓄電池設備による2023～2024年度実績価格等によるシミュレーションデータのまとめ

出典：資源総合システム 17END
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